
（ 書 式 ２ － ２ ）  

暴 力 を 理 由 と す る 協 議 離 婚 の 申 入 れ の 通

知 書  

 

        申 入 書  

 

私 は 、 貴 殿 と 結 婚 し て か ら 、 度 重 な る 暴 力  

を 受 け て き ま し た 。 そ れ で も 私 は 、 子 供 の た  

め と 思 い 、 今 日 ま で 我 慢 し て き ま し た が 、 平  

成 ○ ○ 年 ○ ○ 月 ○ ○ 日 、 貴 殿 の 暴 力 に よ り 全  

治 ２ ０ 日 間 を 要 す る 顔 面 打 撲 の 傷 害 を 負 わ さ  

れ る に 至 り 、 こ れ 以 上 、 夫 婦 関 係 を 続 け る こ  

と は 不 可 能 と 判 断 し て お り ま す 。  

つ き ま し て は 、 貴 殿 と の 離 婚 の 具 体 的 な 話  

し 合 い を し た く 、 平 成 ○ ○ 年 ○ ○ 月 ○ ○ 日 に  

○ ○ ホ テ ル １ 階 ロ ビ ー に て お 待 ち し て お り ま  

す の で 必 ず お 越 し 下 さ い 。  

も し 、 貴 殿 が 上 記 申 出 に 応 じ ら れ な い 場 合  

に は 、 当 方 に て 弁 護 士 を 依 頼 し 、 離 婚 及 び 慰  

謝 料 請 求 等 の 法 的 手 段 を 執 る こ と に な り ま す  

の で ご 承 知 置 き 下 さ い 。  

 

  平 成 ○ ○ 年 ○ ○ 月 ○ ○ 日  

 

    ○ ○ 県 ○ ○ 市 ○ ○ 町 ○ 番 ○ 号  



          ○  ○  ○  ○  

 

○ ○ 県 ○ ○ 市 ○ ○ 町 ○ 番 ○ 号  

    ○  ○  ○  ○  殿  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



解 説 

 

（暴力を理由とする協議離婚の申入れの通知書） 

夫婦の一方が暴力行為を働き他方を負傷させた場合、これを離婚原因として

離婚請求し慰謝料の請求が可能な場合が多い。 

 

 


